
 

３-16 職場での人権について 

（１）職場での人権問題で、特に問題があると思うこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「長時間労働が長期化し、仕事と生活の調和が保てないこと」が 46.4％と最も高く、次いで「非

正規雇用の割合が高くなり待遇の差が大きくなっていること」が 39.3％、「職場内でパワーハラ

スメントがあること」が 32.9％の順となっている。 

 

【前回・前々回比較】 

※新たに追加した質問のため、比較はできない。 

 

問39 職場での人権について、特に問題があると思われるのはどのようなことですか。以下の

中から３つまで選んで○をつけてください。 

 

1.0%

1.9%

10.7%

6.4%

18.9%

22.6%

20.1%

16.6%

6.6%

32.9%

39.3%

46.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

無回答

その他

わからない

特に重要だと思うことはない

障がい者、高齢者、妊婦等に対して

十分な配慮が行き届いていないこと

心の病等の健康に関して相談する

体制が十分に整備されていないこと

採用や昇進等において本人の適性や

能力以外の面で評価されること

不当に解雇されることや本人の適性や

能力以外の面で評価されること

職場内セクシャル・ハラスメント

（性的いやがらせ）があること

職場内でパワーハラスメント

があること

非正規雇用の割合が高くなり

待遇の差が大きくなっていること

長時間労働が長期化し、仕事と

生活の調和が保てないこと

28年度（ｎ＝1,014）



 男女別  

 

 

■男女間で大きな違いはみられないが、「職場内でパワーハラスメントがあること」「特に重要だと

は思わない」の割合は男性が、「障がい者、高齢者、妊婦等に対して十分な配慮が行き届いてい

ないこと」「わからない」は女性がやや高くなっている。 
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その他
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特に重要だと思うことはない

障がい者、高齢者、妊婦等に対して

十分な配慮が行き届いていないこと

心の病等の健康に関して相談する

体制が十分に整備されていないこと

採用や昇進等において本人の適性や

能力以外の面で評価されること

不当に解雇されることや本人の適性や

能力以外の面で評価されること

職場内セクシャル・ハラスメント

（性的いやがらせ）があること

職場内でパワーハラスメント

があること

非正規雇用の割合が高くなり

待遇の差が大きくなっていること

長時間労働が長期化し、仕事と

生活の調和が保てないこと

男性(n=458)

女性(n=529)



 

 年代別  
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無回答

その他

わからない

特に重要だと思うことはない

障がい者、高齢者、妊婦等に対して

十分な配慮が行き届いていないこと

心の病等の健康に関して相談する

体制が十分に整備されていないこと

採用や昇進等において本人の適性や

能力以外の面で評価されること

不当に解雇されることや本人の適性や

能力以外の面で評価されること

職場内セクシャル・ハラスメント

（性的いやがらせ）があること

職場内でパワーハラスメント

があること

非正規雇用の割合が高くなり

待遇の差が大きくなっていること

長時間労働が長期化し、仕事と

生活の調和が保てないこと
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40歳代（ｎ＝232）



 

 

■いずれの年代においても「長時間労働が長期化し、仕事と生活の調和が保てないこと」が最も高

くなっており、20歳代では７割を超えている。 

■「障がい者、高齢者、妊婦等に対して十分な配慮が行き届いていないこと」は 20歳代と 70歳代

以上で３割と他の年代より高くなっている。 

■「わからない」の割合は、年代が上がるにつれて高くなっている。 

 

1.6%

0.0%

4.9%

3.3%

29.5%

23.0%

14.8%

16.4%

8.2%

31.1%

32.8%

70.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

無回答

その他

わからない

特に重要だと思うことはない

障がい者、高齢者、妊婦等に対して

十分な配慮が行き届いていないこと

心の病等の健康に関して相談する

体制が十分に整備されていないこと

採用や昇進等において本人の適性や

能力以外の面で評価されること

不当に解雇されることや本人の適性や

能力以外の面で評価されること

職場内セクシャル・ハラスメント

（性的いやがらせ）があること

職場内でパワーハラスメント

があること

非正規雇用の割合が高くなり

待遇の差が大きくなっていること

長時間労働が長期化し、仕事と

生活の調和が保てないこと

0.5%

0.5%

7.7%

9.7%

14.0%

23.2%

16.9%

17.4%

5.8%

36.7%

39.6%

38.2%

0% 20% 40% 60% 80%

50歳代（ｎ＝207）
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60歳代（ｎ＝224）
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70歳代以上（ｎ＝124）


